
1
吐血が主訴となるのはどれか。
a 食道静脈瘤
b 急性腸炎
c 腸閉塞
d 急性胆囊炎
e 急性膵炎
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02f005.doc
	A 必修一般
	a

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:32 吐血、下血



2
腹部で限局性の膨隆を示すのはどれか。
a 肥　満
b 腹　水
c 鼓　腸
d ヘルニア
e イレウス
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04c012.doc
	A 必修一般
	d

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:34 腹部膨隆・膨満



3
直腸・肛門診察を行う際の体位で最も適切なのはどれか。
a 膝胸位
b 腹臥位
c 仰臥位
d Sims位
e jack-knife位
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06h006.doc
	A 必修一般
	d

	必修

	大項目:8 一般的な身体診察

	中項目:C 診察時の患者の体位

	小項目:



4
頸部の写真(別冊No.△)を別に示す。
消化管癌の転移がみられやすいリンパ節の部位はどれか。
a ①
b ②
c ③
d ④
e ⑤
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02h004.doc
	A 必修一般
	b

	必修

	大項目:8 一般的な身体診察

	中項目:E 頭頸部の診察

	小項目:05 耳下腺、顎下腺、甲状腺、頸静脈、頸動脈



5
腹部診察所見と病態・疾患の組合せで誤っているのはどれか。
a 下腹部の膨隆
尿　閉
b 腹壁の反跳痛
腹膜炎
c 肺肝境界の消失
消化管穿孔
d 臍周囲の血管雑音
門脈圧亢進症
e 無痛性の右季肋部腫瘤
十二指腸乳頭部癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06c010.doc
	A 必修一般
	d

	必修

	大項目:8 一般的な身体診察

	中項目:G 腹部の診察

	小項目:



6
筋性防御を伴わないのはどれか。
a 十二指腸潰瘍穿孔
b 麻痺性イレウス
c 汎発性腹膜炎
d 急性胆囊炎
e 急性虫垂炎
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01c023.doc
	A 必修一般
	b

	必修

	大項目:8 一般的な身体診察

	中項目:G 腹部の診察

	小項目:03 筋性防御、圧痛、反跳痛＜Blumberg徴候＞



7
腹部の聴診で右下腹部にbruitを認めた。
この所見に関連して、腹部診察で他に認める可能性があるのはどれか。
a 臍周囲の静脈怒張
b 右下腹部の金属性雑音
c 腹部全体の鼓音
d 右の側腹部の反跳痛
e 右下腹部の拍動性腫瘤
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06h002.doc
	A 必修一般
	e

	必修

	大項目:8 一般的な身体診察

	中項目:G 腹部の診察

	小項目:05 腸雑音、血管雑音



8
免疫法による便潜血検査の特徴はどれか。
a 保存条件の影響を受けにくい。
b 腸内細菌の影響を受けにくい。
c 食事制限が必要である。
d 特異度が高い。
e 感度が低い。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01c028.doc
	A 必修一般
	d

	必修

	大項目:9 検査の基本

	中項目:F 一般臨床検査

	小項目:02 糞便



9
胃体下部小彎の内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
診断として最も考えられるのはどれか。
a 胃潰瘍
b 進行胃癌
c 萎縮性胃炎
d 胃ポリープ
e 胃粘膜下腫瘍
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06f005.doc
	A 必修一般
	c

	必修

	大項目:9 検査の基本

	中項目:L 画像検査

	小項目:03 内視鏡画像



10
便秘症の原因として考えられるのはどれか。
a 胆石症
b 慢性肝炎
c 慢性膵炎
d 高尿酸血症
e 甲状腺機能低下症
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00e037.doc
	A 必修一般
	e

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:A 基本的疾患・症候群

	小項目:51 便秘症



12
治療手技に関連した写真(別冊No.△)を別に示す。
行われた治療はどれか。
a 食道静脈瘤結紮術
b 食道ステント留置
c 胆道ドレナージ
d クリッピング
e 胃瘻造設
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05h017.doc
	A 必修一般
	e

	必修

	大項目:13 治療の基礎と基本手技

	中項目:Q 瘻孔・ストーマの管理

	小項目:02 胃瘻＜PEG＞の管理



13
72歳の男性。3日前から持続する腹痛と嘔吐とを主訴に来院した。徒歩にて来院したが、その後、腹痛が増悪し、外来処置室で横になっている。歩行はかろうじて可能である。40歳時に胃潰瘍で胃切除術を受けた。意識は清明。腹部は膨隆し、正中線状に手術痕がある。腸蠕動音は亢進し腹部全体に圧痛を認める。
まず行うべき検査はどれか。
a 腹部エックス線撮影
b 腹部血管造影
c 上部消化管バリウム造影
d 腹部MRI
e 下部消化管内視鏡検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05f021.doc
	B 必修臨床短文
	a

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:29 腹痛



14
55歳の男性。今朝、排便時の大便に真っ赤な血液が付着していたため来院した。
まず行うのはどれか。
a 直腸診
b 便潜血反応
c 便培養
d 注腸造影
e 大腸内視鏡検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00d007.doc
	B 必修臨床短文
	a

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:33 便秘、下痢、（粘）血便



15
60歳の男性。大腸がん検診で便潜血陽性を指摘されたため来院した。検診結果は2回の検査のうち1回は陽性で、1回は陰性であった。自覚症状はない。10年前の胃がん検診で胃潰瘍瘢痕の疑いを指摘されている。
対応として適切なのはどれか。
a 経過観察
b 便潜血の再検査
c 腹部造影CT
d 上部消化管内視鏡検査
e 下部消化管内視鏡検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04h023.doc
	B 必修臨床短文
	e

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:33 便秘、下痢、（粘）血便



16
64歳の女性。2週前から、家庭用血圧計で測定した脈拍が毎分90回を超えるようになったことを心配して来院した。1週前から、2階まで階段を昇ると息切れを自覚するようになった。食生活に偏りはなく、過去1年の体重は一定しており、便通は5日に1回程度、黒色調であったという。体温 36.2 ℃。脈拍 96/分、整。血圧 132/72 mmHg。呼吸数 24/分。眼瞼結膜は蒼白である。眼球結膜に黄染を認めない。甲状腺の腫大を認めない。胸骨左縁第3肋間を最強点とするⅡ/Ⅵ度の収縮期雑音を聴取する。呼吸音に異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。腹部に腫瘤や圧痛を認めない。
診察する部位で最も重要なのはどれか。
a 上　肢
b 乳　房
c 脊　柱
d 直　腸
e 下　肢
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06c021.doc
	B 必修臨床短文
	d

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:33 便秘、下痢、（粘）血便



18
72歳の男性。体動時の息切れと動悸とを主訴に来院した。数年来、時々新鮮血が便に付着していたが、最近付着する頻度が増え残便感を自覚するようになった。10日前から下血を繰り返し、体動時の息切れと動悸とが出現した。意識は清明。体温 36.8 ℃。脈拍 108/分、整。仰臥位血圧 110/80 mmHg、座位血圧92/60 mmHg。眼瞼結膜は貧血様で眼球結膜に黄染を認めない。心尖部に2/6度の収縮期雑音を聴取する。血液所見：赤血球 392 万、Hb 9.6 g/dl、Ht 28 ％、白血球 4,000、血小板 40 万。血液生化学所見：総蛋白 6.6 g/dl、アルブミン 3.6 g/dl、尿素窒素 16 mg/dl、クレアチニン 0.8 mg/dl、総コレステロール 192 mg/dl、総ビリルビン 0.8 mg/dl、AST 40 IU/l、ALT 32 IU/l、Na 137 mEq/l、K 4.0 mEq/l、Cl 100 mEq/l。
この患者で認められる可能性が最も高いのはどれか。
a 腹部膨隆
b 腸雑音消失
c 腹部筋性防御
d 直腸腫瘤触知
e 反跳痛<Blumberg徴候>
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00d012.doc
	B 必修臨床短文
	d

	必修

	大項目:8 一般的な身体診察

	中項目:G 腹部の診察

	小項目:



19
42歳の男性。腹痛を主訴に来院した。昨日から悪心とともに腹痛が上腹部に出現し、次第に増強しながら右下腹部に限局してきた。身長 172 cm、体重 67 kg。体温 37.6 ℃。脈拍 76/分、整。血圧 136/72 mmHg。血液所見：赤血球 452 万、白血球 11,800。
腹部所見で認めないのはどれか。
a 圧　痛
b 反跳痛
c 筋性防御
d 腹部膨隆
e 腸雑音低下
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02f019.doc
	B 必修臨床短文
	d

	必修

	大項目:8 一般的な身体診察

	中項目:G 腹部の診察

	小項目:03 筋性防御、圧痛、反跳痛＜Blumberg徴候＞



20
46歳の男性。黒色便と倦怠感とを主訴に来院した。3日前に腹部不快感が出現しタール状の黒色便を排泄した。昨夜も黒色便を排泄し倦怠感も出現した。意識は清明。体温 36.7 ℃。脈拍 108/分、整。血圧 90/70 mmHg。眼瞼結膜に貧血を認める。腹部は平坦、軟。血液検体を採取後、静脈路を確保し輸液を開始した。
まず行うのはどれか。
a 腹部超音波検査
b 小腸造影
c 腹部単純CT
d 上部消化管内視鏡検査
e 下部消化管内視鏡検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03h029.doc
	B 必修臨床短文
	d

	必修

	大項目:9 検査の基本

	中項目:L 画像検査

	小項目:03 内視鏡画像



21
53歳の男性。朝食直後に上腹部の激痛が突然出現したため搬入された。1週前から右上腹部不快感が空腹時に出現し、食事によって軽減していた。体温 38.5 ℃。脈拍 104/分、整。血圧 110/60 mmHg。腸雑音は消失し、腹部全体が板状硬化を呈していた。血液所見：赤血球 520 万、Hb 15.1 g/dl、白血球 14,300、血小板 46 万。胸部エックス線写真(別冊No.△)を別に示す。
この患者の処置で最も適切なのはどれか。
a H2-受容体拮抗薬静注
b 塩酸モルヒネ筋注
c 抗コリン薬静注
d 抗菌薬静注
e 緊急手術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00d017.doc
	B 必修臨床短文
	e

	必修

	大項目:11 初期救急

	中項目:A 救急患者の診察

	小項目:05 緊急治療の要否の判断



22
40歳の男性。仕事中、大量に吐血して搬入された。意識は清明。体温 36.1 ℃。脈拍 120/分、整。血圧 76/50 mmHg。顔面は蒼白。腹部は平坦、軟。上腹部に圧痛を認めるが、筋性防御は認めない。血液所見：赤血球 260 万、Hb 8.4 g/dl、Ht 26 ％、白血球 12,000、血小板 23 万。
対応として適切でないのはどれか。
a 酸素投与
b 静脈路確保
c 膀胱カテーテル挿入
d 上部消化管造影
e 上部消化管内視鏡検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02h026.doc
	B 必修臨床短文
	d

	必修

	大項目:11 初期救急

	中項目:C 症状・傷病別の初期対応

	小項目:14 急性消化管出血


次の文を読み、28、29の問いに答えよ。
68歳の男性。嚥下障害を主訴に来院した。
現病歴
：
1か月前肉片がつかえ、そのときは水を飲んで通過させたが、以後固形食がしばしばつかえるようになった。この1か月で5kgの体重減少がみられる。2日前から水分しか通らなくなった。
生活歴
：
飲酒週2日、ビール大瓶1本/回を40年間。喫煙30本/日を40年間。
現　症
：
意識は清明。身長 164 cm、体重 65 kg。体温 36.1 ℃。脈拍 76/分、整。血圧 146/98 mmHg。心雑音はなく、呼吸音に異常を認めない。腹部は平坦、軟。肝・脾を触知しない。
検査所見
：
血液所見：赤血球 365 万、Hb 10.9 g/dl、Ht 35 ％、血小板 29 万。血液生化学所見：総蛋白 5.8 g/dl、アルブミン 2.9 g/dl、尿素窒素 22 mg/dl、クレアチニン 1.0 mg/dl、総ビリルビン 0.6 mg/dl、AST 18 IU/l、ALT 10 IU/l、Na 146 mEq/l、K 4.5 mEq/l、Cl 105 mEq/l。食道造影では水溶性造影剤の通過が遅延し、食道中部から下部に高度の不整狭窄像を認める。

28
対応として最も適切なのはどれか。
a 経過観察
b 流動食
c 輸　血
d 経鼻経管栄養
e 中心静脈栄養

29
この患者の発病に最も関連したと考えられるのはどれか。
a 飲　酒
b 喫　煙
c 肥　満
d 低栄養
e 高血圧
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00d049.doc
	C 必修臨床長文
	e

	消化管
	00d049.doc
	C 必修臨床長文
	b

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:A 基本的疾患・症候群

	小項目:47 食道癌


次の文を読み、30、31の問いに答えよ。
42歳の男性。頻回の嘔吐を主訴に来院した。
現病歴
：
2か月前から食後に上腹部膨満感が出現し、1週前から時々嘔吐するようになった。上腹部に重圧感を自覚することもあり、一昨日から嘔吐が頻回になり、黒っぽい便が出ている。吐物は食物残渣のみで、血液の混入はない。
既往歴
：
28歳時、十二指腸潰瘍に罹患し服薬治療を受けていたが、再発を繰り返していた。
現　症
：
意識は清明。身長 170 cm、体重 54 kg。体温 36.9 ℃。脈拍 124/分、整。血圧 98/58 mmHg。呼吸数 12/分。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦で、上腹部に圧痛を認める。腸雑音は正常である。
検査所見
：
尿所見：蛋白（－）、糖（－）。血液所見：赤血球 242 万、Hb 6.5 g/dl、Ht 20 ％、血小板 39 万。血液生化学所見：総蛋白 6.5 g/dl、アルブミン 3.8 g/dl、尿素窒素 42 mg/dl、クレアチニン 0.9 mg/dl、AST 38 IU/l、ALT 33 IU/l、LD 360 IU/l (基準176～353)。

30
この患者の血清電解質で最も著しい異常がみられるのはどれか。
a ナトリウム
b カリウム
c クロール
d カルシウム
e 燐

31
まず行う検査はどれか。
a 上部消化管内視鏡検査
b 大腸内視鏡検査
c 腹部血管造影
d 腹部CT
e 腹部超音波検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01d041.doc
	C 必修臨床長文
	c

	消化管
	01d041.doc
	C 必修臨床長文
	a

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:A 基本的疾患・症候群

	小項目:48 胃潰瘍、十二指腸潰瘍＜消化性潰瘍＞


次の文を読み、32、33の問いに答えよ。
55歳の男性。腹痛を主訴に来院した。
現病歴
：
2週前に右下腹部に違和感を覚えた。歩行すると足のつけ根が腫れ、精巣が引きつるようになった。横になると痛みは軽減する。全身状態は良好である。
既往歴
：
45歳時から糖尿病。
生活歴
：
公務員。
家族歴
：
母親が大腸癌。
現　症
：
意識は清明。身長 165 cm、体重 65 kg。体温 36.6 ℃。脈拍 60/分、整。血圧 112/72 mmHg。腹部は平坦、軟で、圧痛を認めない。肝・脾を触知しない。
検査所見
：
尿所見：蛋白（－）、糖（－）。血液所見：赤血球 450 万、Hb 14.5 g/dl、Ht 45 ％、白血球 6,500 、血小板 22 万。血液生化学所見：血糖 135 mg/dl、HbA1c 6.3 ％(基準4.3～5.8)、総蛋白 7.0 g/dl、アルブミン 4.5 g/dl、尿素窒素 18 mg/dl、クレアチニン 0.9 mg/dl、尿酸 7.0 mg/dl、総コレステロール 220 mg/dl、トリグリセリド 140 mg/dl、総ビリルビン 0.9 mg/dl、AST 30 IU/l、ALT 25 IU/l、LD 200 IU/l (基準176～353)、ALP 200 IU/l (基準115～359)、Na 140 mEq/l、K 4.5 mEq/l、Cl 105 mEq/l。CRP 0.3 mg/dl。

32
診察に有用な体位はどれか。
a 立　位
b 座　位
c 半座位
d 側臥位
e 砕石位

33
治療方針の決定に有用なのはどれか。
a 身体診察
b 心電図
c 腹部エックス線写真
d 腹部CT
e 腹部MRI
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04h031.doc
	C 必修臨床長文
	a

	消化管
	04h031.doc
	C 必修臨床長文
	a

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:A 基本的疾患・症候群

	小項目:64 鼠径ヘルニア


次の文を読み、34、35の問いに答えよ。
42歳の男性。腹痛と嘔吐とを主訴に来院した。
現病歴
：
3日前から間欠的に腹痛が出現し、嘔吐を繰り返した。昨日から腹痛は持続的となり、今朝から38℃台の発熱を認める。3日前から排ガスと排便とがない。
既往歴
：
28歳時に胆囊摘出術を受けた。
現　症
：
身長 172 cm、体重 65 kg。体温 38.4 ℃。脈拍 124/分、整。血圧 96/62 mmHg。眼瞼結膜と眼球結膜とに異常を認めない。
検査所見
：
尿所見：蛋白（－）、糖（－）、潜血（－）。赤沈 80 mm/１時間。血液所見：赤血球 520 万、Hb 16.5 g/dl、白血球 18,000、血小板 34 万。血液生化学所見：総蛋白 6.8 g/dl、アルブミン 3.5 g/dl、AST 45 IU/l、ALT 50 IU/l。CRP 18.0 mg/dl。腹部エックス線写真立位像(別冊No.△)を別に示す。

34
腹部所見でみられるのはどれか。
a 波　動
b 鼓　音
c 血管雑音
d 腹壁静脈怒張
e 表在リンパ節腫脹

35
初期の対応で誤っているのはどれか。
a 絶飲食
b 輸　液
c 下剤投与
d 抗菌薬投与
e 胃管挿入
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02h033.doc
	C 必修臨床長文
	b

	消化管
	02h033.doc
	C 必修臨床長文
	c

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:A 基本的疾患・症候群

	小項目:65 腸閉塞


39
　排便時の生理で誤っているのはどれか。
a 大腸の蠕動運動が生じる。
b 直腸内圧が上昇する。
c 内肛門括約筋が収縮する。
d 恥骨直腸筋が弛緩する。
e 肛門管と直腸とが直線化する。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06e033.doc
	D 総論一般
	c

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:5 消化器、腹壁、腹膜

	中項目:B 消化管の構造・機能

	小項目:09 排便機能#直腸肛門反射



40
後腹膜に固定されていないのはどれか。
a 腎　臓
b 十二指腸
c 上行結腸
d 横行結腸
e 腹部大動脈
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03g013.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:5 消化器、腹壁、腹膜

	中項目:D 腹壁・腹膜の構造・機能

	小項目:03 腹腔内臓器、腹膜



41
発生母地病変と癌の組合せで誤っているのはどれか。
a 胃食道逆流症
Barrett食道腺癌
b 萎縮性胃炎
胃　癌
c 非アルコール性脂肪性肝炎
肝内胆管癌
d 潰瘍性大腸炎
大腸癌
e Crohn病
痔瘻癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06g027.doc
	D 総論一般
	c

	総論

	章:Ⅴ 病因、病態生理

	大項目:6 腫瘍

	中項目:B 腫瘍の病因

	小項目:



42
大腸癌の病期を規定する因子でないのはどれか。
a 組織学的分類
b 壁深達度
c リンパ節転移
d 肝転移
e 腹膜転移
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02e028.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅴ 病因、病態生理

	大項目:6 腫瘍

	中項目:D 腫瘍の病態・病理

	小項目:06 早期癌、進行癌、転移癌、重複癌



43
腹膜炎を検出するのに陽性尤度比が最も高い徴候はどれか。
a Rovsing徴候
b Murphy徴候
c 筋性防御
d 反跳痛
e 板状硬
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02g002.doc
	D 総論一般
	e

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:G 腹痛

	小項目:05 反跳痛＜Blumberg徴候＞



44
吐血の原因として考えにくいのはどれか。
a 食道アカラシア
b 食道静脈瘤
c Mallory-Weiss症候群
d 急性胃粘膜病変
e 胃　癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03b030.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:H 吐血

	小項目:



45
非ステロイド性抗炎症薬<NSAIDs>によって出血をきたしやすい部位はどれか。2つ選べ。
a 食　道
b 胃
c 十二指腸
d 回　腸
e 直　腸
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02g003.doc
	D 総論一般
	bc

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:I 血便＜下血＞、粘血便

	小項目:



46
低蛋白血症がみられるのはどれか。2つ選べ。
a 偽膜性腸炎
b Ménétrier病
c 胃カルチノイド
d 過敏性腸症候群
e 原発性乳糖不耐症
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02g016.doc
	D 総論一般
	ab

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:10 内分泌、代謝、栄養

	中項目:I 高・低蛋白血症

	小項目:



48
バリウムによる上部消化管造影が禁忌となるのはどれか。
a 食道アカラシア
b 胃　炎
c 胃潰瘍
d 十二指腸潰瘍穿孔
e 十二指腸乳頭部腫瘍
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02g022.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:6 画像検査と内視鏡検査

	中項目:K 消化管造影

	小項目:01 種類、適応、禁忌



49
内視鏡下生検が診断に有用なのはどれか。
a 食道癌
b 食道憩室
c 食道破裂
d 食道アカラシア
e Mallory-Weiss症候群
	領域
	ファイル名
	分類
	正解


	消化管
	00g099.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:6 画像検査と内視鏡検査

	中項目:Z 内視鏡検査の適用部位

	小項目:07 消化管



50
内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
部位はどこか。
a 食　道
b 胃
c 十二指腸
d 回　腸
e 大　腸
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04b033.doc
	D 総論一般
	c

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:6 画像検査と内視鏡検査

	中項目:Z 内視鏡検査の適用部位

	小項目:07 消化管



51
大腸内視鏡検査で経口腸管洗浄薬による前処置が可能なのはどれか。2つ選べ。
a 大腸憩室性疾患
b 中毒性巨大結腸症
c 早期大腸癌
d 腸閉塞
e 消化管穿孔
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01b091.doc
	D 総論一般
	ac

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:6 画像検査と内視鏡検査

	中項目:AA 内視鏡検査の基本手技と合併症

	小項目:01 検査前全身状態の評価と前処置



52
動脈性出血を伴う胃潰瘍に対してまず行う止血処置はどれか。
a 止血薬投与
b 内視鏡的止血術
c 経カテーテル的動脈塞栓術
d 腹腔鏡下胃切開止血術
e 胃切除
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00g120.doc
	D 総論一般
	b

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:4 手術、周術期の管理、麻酔

	中項目:A 手術

	小項目:05 出血、止血・凝固・線溶異常



53
人工肛門について正しいのはどれか。
a ストーマの位置は術中に決定する。
b ストーマケアは無菌的に行う。
c 訓練によって便の随意排泄が可能となる。
d 合併症で最も多いのは皮膚障害である。
e 身体障害者認定は受けられない。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00g119.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:4 手術、周術期の管理、麻酔

	中項目:B 周術期患者の管理

	小項目:03 術後管理と集中治療＜体位、疼痛管理、呼吸・循環管理、脳圧管理、体液管理、栄養管理、・・・



54
疾患と治療の組合せで誤っているのはどれか。
a 胃静脈瘤
バルーン閉塞下経静脈的静脈瘤閉塞<BRTO>
b 肝膿瘍
動脈塞栓術
c 肝細胞癌
ラジオ波焼灼術
d 総胆管結石症
内視鏡的除石術
e 硬化性胆管炎
内視鏡的ドレナージ
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04e032.doc
	D 総論一般
	b

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:7 インターベンショナルラジオロジー[interventional radiology＜IVR＞]

	中項目:A 血管系治療

	小項目:03 バルーン閉塞下経静脈的静脈瘤閉塞＜BRTO＞



56
腹腔内膿瘍への対応で適切なのはどれか。
a 動脈塞栓術
b ドレナージ
c エタノール注入
d ラジオ波焼灼
e 硬化療法
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02g034.doc
	D 総論一般
	b

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:7 インターベンショナルラジオロジー[interventional radiology＜IVR＞]

	中項目:B 非血管系治療

	小項目:03 ドレナージ



57
内視鏡治療の適応でないのはどれか。
a 食道静脈瘤
b 出血性胃潰瘍
c 大腸ポリープ
d 偽膜性腸炎
e 総胆管結石
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00g106.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:8 内視鏡治療

	中項目:A 種類と適応

	小項目:



58
消化管内視鏡による治療が適応となるのはどれか。2つ選べ。
a 食道静脈瘤
b 胃悪性リンパ腫
c 進行大腸癌
d 総胆管結石
e 胆囊結石
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02g035.doc
	D 総論一般
	ad

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:8 内視鏡治療

	中項目:A 種類と適応

	小項目:



60
早期食道癌の内視鏡治療はどれか。
a 凝　固
b 粘膜切除
c 硬化療法
d ステント留置
e クリッピング
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03g018.doc
	D 総論一般
	b

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:8 内視鏡治療

	中項目:A 種類と適応

	小項目:03 切開、切除



61
早期胃癌の内視鏡治療の適応決定に影響しないのはどれか。
a 部　位
b 深達度
c 組織型
d 潰瘍形成
e リンパ節転移
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05g015.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:8 内視鏡治療

	中項目:A 種類と適応

	小項目:07 内視鏡下手術



64
十二指腸を閉塞するのはどれか。
a 薬物性腸炎
b 十二指腸憩室
c 好酸球性胃腸炎
d 上腸間膜動脈症候群
e 十二指腸粘膜下異所性膵
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06i010.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:D 上腸間膜動脈性十二指腸狭窄・閉鎖症＜上腸間膜動脈症候群＞

	小項目:



65
十二指腸潰瘍穿孔が疑われた場合の検査として適切なのはどれか。
a 上部消化管バリウム造影
b 排泄性胆道造影
c 内視鏡的逆行性胆管膵管造影<ERCP>
d 腹部造影CT
e 超音波内視鏡
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03i016.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:J 胃潰瘍・十二指腸潰瘍

	小項目:



66
Helicobacter pylori感染と関連しないのはどれか。
a 慢性胃炎
b 十二指腸潰瘍
c 胃ポリープ
d 胃平滑筋腫
e 胃　癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03i005.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:K Helicobacter pylori感染による胃・十二指腸病変

	小項目:



67
Helicobacter pylori除菌治療の適応でないのはどれか。
a 胃潰瘍
b 逆流性食道炎
c 十二指腸潰瘍
d 特発性血小板減少性紫斑病<ITP>
e 胃MALT<粘膜関連リンパ組織>リンパ腫
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05i025.doc
	E 各論一般
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:K Helicobacter pylori感染による胃・十二指腸病変

	小項目:



68
疾患と術後早期に起こり得る合併症の組合せで正しいのはどれか。2つ選べ。
a 食道癌
骨盤内膿瘍
b 食道アカラシア
嗄　声
c 胃　癌
膵　炎
d 上行結腸癌
排尿障害
e 直腸癌
射精障害
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05a018.doc
	E 各論一般
	ce

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:P 胃癌

	小項目:



69
0-Ⅱc型胃癌はどれか。
a 限局潰瘍型進行癌
b 腫瘤型進行癌
c びまん浸潤型進行癌
d 表面陥凹型早期癌
e 表面隆起型早期癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06d008.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:P 胃癌

	小項目:



70
胃GIST<gastrointestinal stromal tumor>について正しいのはどれか。
a 胃全摘術が第一選択である。
b 小腸GISTよりも頻度が低い。
c リンパ節に転移することが多い。
d 肉眼的には潰瘍浸潤型を呈することが多い。
e 免疫組織化学染色でKIT<c-kit遺伝子産物>陽性が特徴的である。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06i022.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:R 胃肉腫

	小項目:#GIST＜gastrointestinal stromal tumor＞



71
胃全摘術後にきたしやすいのはどれか。2つ選べ。
a ペラグラ
b 胆石症
c 巨赤芽球性貧血
d 血小板増多症
e 高尿酸血症
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01f030.doc
	E 各論一般
	bc

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:T 胃切除後症候群

	小項目:



72
胃全摘術後にきたしやすいのはどれか。2つ選べ。
a 胆石症
b ペラグラ
c 高尿酸血症
d 門脈圧亢進症
e 巨赤芽球性貧血
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06i030.doc
	E 各論一般
	ae

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:T 胃切除後症候群

	小項目:



74
組合せで正しいのはどれか。2つ選べ。
a Lanz圧痛点
虫垂炎
b Murphy徴候
急性膵炎
c Blumberg徴候
腹膜炎
d McBurney圧痛点
虚血性大腸炎
e Courvoisier徴候
劇症肝炎
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03i022.doc
	E 各論一般
	ac

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:K 虫垂炎

	小項目:



75
偽膜性腸炎について正しいのはどれか。
a 病原性大腸菌の増殖が原因である。
b 突然の新鮮血下血で発症する。
c 注腸造影ではバリウムの貯留像として描出される。
d 診断には内視鏡検査を行う。
e 治療には広域スペクトル抗菌薬を投与する。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02d011.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:N 偽膜性腸炎

	小項目:



82
大腸腺腫について正しいのはどれか。
a 30歳代に発見されることが多い。
b 上行結腸に発生することが多い。
c 大きなものほど癌の合併が多い。
d 粘血便を伴うことが多い。
e 有茎性のものが多い。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00b035.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:Z 大腸ポリープ、大腸腺腫

	小項目:



83
大腸癌治癒切除後の再発が最も多いのはどれか。
a 脳
b 肺
c 肝
d 骨
e リンパ節
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00b033.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:AC 結腸癌

	小項目:



84
遺伝性非ポリポーシス大腸癌で正しいのはどれか。
a 予後が悪い。
b 若年で発症する。
c 左側結腸に好発する。
d APC遺伝子異常がある。
e 他臓器癌の発生頻度が低い。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04d002.doc
	E 各論一般
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:AC 結腸癌

	小項目:



86
若年者の難治性痔瘻の原因で最も可能性が高いのはどれか。
a 直腸癌
b Crohn病
c アメーバ赤痢
d 潰瘍性大腸炎
e 過敏性腸症候群
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05i018.doc
	E 各論一般
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:B 肛門周囲膿瘍、痔瘻

	小項目:



87
内痔核で誤っているのはどれか。
a 直腸静脈叢に発生する。
b 歯状線の口側に発生する。
c 好発部位は3時、7時および11時方向である。
d 排便時に疼痛を訴える。
e 肛門外に脱出する。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03i032.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:C 痔核

	小項目:



88
肛門部の写真(別冊No.△)を別に示す。
診断として最も考えられるのはどれか。
a 痔　瘻
b 裂　肛
c 痔核脱出
d 完全直腸脱
e 肛門周囲膿瘍
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06i009.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:C 痔核

	小項目:



89
正しいのはどれか。
a 肛門周囲膿瘍は切開で治癒する。
b 成人の痔瘻は自然治癒することが多い。
c 嵌頓のない内痔核では肛門痛はない。
d 外痔核では見張りいぼ<sentinel skin tag>がみられる。
e 慢性裂肛は6時方向に多い。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02d013.doc
	E 各論一般
	abcde

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:D 裂肛

	小項目:



90
肛門痛をきたしにくいのはどれか。
a 肛門周囲膿瘍
b 痔　瘻
c 外痔核
d 直腸脱
e 肛門癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04i031.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:F 直腸粘膜脱症候群、直腸脱

	小項目:



92
ヘルニアとヘルニア門の組合せで正しいのはどれか。
a 臍ヘルニア
白　線
b 大腿ヘルニア
大坐骨孔
c 内鼠径ヘルニア
外側鼠径窩
d 外鼠径ヘルニア
内鼠径輪
e 閉鎖孔ヘルニア
Treiz靱帯
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06d007.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:H 鼠径ヘルニア

	小項目:



93
大腿ヘルニアで正しいのはどれか。
a 鼠径部のヘルニアの約半数を占める。
b 中年男性に多い。
c 両側性に発生する。
d 大腿動脈の外側に脱出する。
e 嵌頓しやすい。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01f038.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:I 大腿ヘルニア

	小項目:



94
視診・触診で診断できないのはどれか。
a 臍ヘルニア
b 鼠径ヘルニア
c 大腿ヘルニア
d 閉鎖孔ヘルニア
e 腹壁瘢痕ヘルニア
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04i010.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:J 閉鎖孔ヘルニア

	小項目:



95
腸閉塞の原因となるのはどれか。2つ選べ。
a 感染性腸炎
b 結腸癌
c S状結腸軸捻転
d 過敏性腸症候群
e 直腸脱
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02d019.doc
	E 各論一般
	bc

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:9 急性腹症

	中項目:A 腸閉塞＜イレウス＞

	小項目:



96
軸捻転症が起こり得るのはどれか。2つ選べ。
a 胃
b 十二指腸
c 下行結腸
d S状結腸
e 直　腸
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05d014.doc
	E 各論一般
	ad

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:9 急性腹症

	中項目:C 腸管軸捻転症

	小項目:



97
ヘリコバクター・ピロリ除菌の適応となるのはどれか。
a 逆流性食道炎
b 噴門部癌
c 胃腺腫
d 十二指腸潰瘍
e 十二指腸乳頭部腺腫
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02i036.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:XII 感染性疾患

	大項目:3 細菌[抗酸菌＜マイコバクテリア＞を除く]

	中項目:AD ヘリコバクター・ピロリ感染症

	小項目:



98
52歳の男性。上腹部痛を主訴に来院した。1か月前から食後に上腹部痛を自覚するようになった。胃内視鏡写真(別冊No.△A)と生検組織H-E染色標本(別冊No.△B)とを別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a アルゴンプラズマ凝固
b 抗癌化学療法
c 放射線治療
d 粘膜切除術
e 胃切除
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02g045.doc
	F 臨床総論
	e

	総論

	章:Ⅴ 病因、病態生理

	大項目:6 腫瘍

	中項目:D 腫瘍の病態・病理

	小項目:06 早期癌、進行癌、転移癌、重複癌



100
65歳の男性。夜半急激な下腹部痛が出現し、その後鮮紅色の下血があり搬入された。便秘の既往がある。脈拍 92/分、整。血圧 110/70 mmHg。顔面蒼白。便は鮮紅色。血液所見：赤血球 360 万、Hb 10.0 g/dl、白血球 9,000、血小板 15 万。血液生化学所見：総蛋白 7.2 g/dl、アルブミン 3.5 g/dl、総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 15 IU/l、ALT 30 IU/l。S状結腸部の大腸内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
この疾患で正しいのはどれか。
a 注腸造影検査でapple-core signがみられる。
b 左側結腸に発生しやすい。
c 副腎皮質ステロイドの適応である。
d 再発しやすい。
e 予後は極めて不良である。
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00h037.doc
	F 臨床総論
	b

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:I 血便＜下血＞、粘血便

	小項目:



102
65歳の女性。昨日からの頻回の嘔吐、腹痛および腹部膨満感を主訴に来院した。3日前から排ガスと排便とがない。37歳時に虫垂炎の手術既往がある。意識は清明。体温 37.8 ℃。脈拍 88/分、整。血圧 120/68 mmHg。腹壁は著明に膨隆し、鼓音を呈する。白血球 13,000。腹部エックス線写真立位像(別冊No.△)を別に示す。
治療方針で誤っているのはどれか。
a 輸　液
b 絶飲食
c 緩下薬投与
d 抗菌薬投与
e 経鼻胃管挿入
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01h027.doc
	F 臨床総論
	c

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:O 腹部膨隆、腹部膨満

	小項目:



106
53歳の男性。胃部不快感を主訴に来院した。2年前に人間ドックの胃内視鏡検査で異常を指摘されていた。胃内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
診断はどれか。
a 胃腺腫
b 胃過形成性ポリープ
c 胃GIST<gastrointestinal stromal tumor>
d 胃悪性リンパ腫
e 胃　癌
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00i029.doc
	F 臨床総論
	c

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:6 画像検査と内視鏡検査

	中項目:Z 内視鏡検査の適用部位

	小項目:07 消化管



107
55歳の男性。一過性に意識消失したため搬入された。1週前から黒色便に気付いていた。意識は清明。顔面は蒼白。冷汗を認める。体温 37.0 ℃。脈拍 104/分、整。血圧 92/62 mmHg。血液所見：赤血球 314 万、Hb 10.4 g/dl、白血球 10,600、血小板 22 万。動脈血ガス分析(自発呼吸、room air)：pH 7.30 、PaCO2 36 Torr、PaO2 82 Torr。
静脈路を確保した上で、まず行うのはどれか。
a 頭部CT
b 脳波検査
c 注腸造影検査
d 腹部血管造影
e 上部消化管内視鏡検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03e055.doc
	F 臨床総論
	e

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:6 画像検査と内視鏡検査

	中項目:Z 内視鏡検査の適用部位

	小項目:07 消化管



108
47歳の女性。下痢と体重減少とを主訴に来院した。Crohn病に対して6年前までに計3回の小腸部分切除術が施行され、約90cmの空腸と20cmの終末回腸が残存していた。カテーテルによる発熱を繰り返し、右鎖骨下静脈の血栓性狭窄も起こしたため、4年前から中心静脈栄養は行っていなかった。経腸栄養にて排便回数が5～6回/日程度に落ち着いてきたため、約2年前に本人の希望で経口食に変更した。薬物はメサラジンのみを内服していた。2週前から下痢が10回/日以上となり、体重も2週間で約3kg減少したため受診した。意識は清明。身長 156 cm、体重 34 kg。体温 37.2 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 90/52 mmHg。腹部に圧痛を認めない。腸雑音は亢進している。血液所見：赤血球 323 万、Hb 11.4 g/dl、Ht 34 ％、白血球 5,200 、血小板 17 万。血液生化学所見：アルブミン 3.2 g/dl、尿素窒素 20 mg/dl、クレアチニン 0.8 mg/dl、AST 26 IU/l、ALT 38 IU/l、ALP 863 IU/l (基準115～359)、Na 138 mEq/l、K 3.2 mEq/l、Cl 108 mEq/l、Ca 8.0 mg/dl。CRP 0.6 mg/dl。腹部造影CTで残存小腸の軽度拡張と回盲部近傍の小腸壁肥厚とを認める。本人は外来での治療を希望している。
まず行う栄養管理として適切なのはどれか。
a 普通食の経口摂取
b 乳製品を含む流動食の経口摂取
c 成分栄養剤による経腸栄養
d 末梢静脈栄養
e 中心静脈栄養
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05e051.doc
	F 臨床総論
	c

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:1 食事・栄養療法

	中項目:B 栄養摂取の方法

	小項目:02 経管・経腸栄養



112
58歳の女性。腹痛を主訴に来院した。2年前に胃切除術を受け、以後順調に経過していた。昨夜突然、腹痛が出現し、周期的に増強するようになった。意識は清明。身長 155 cm、体重 48 kg。体温 36.8 ℃。脈拍 96/分、整。血圧 112/84 mmHg。腹部はやや膨隆し、腹部全体に圧痛を認めるが、Blumberg徴候と筋性防御とは認めない。肝・脾を触知しない。腸雑音は亢進している。尿所見：蛋白（－）、糖（－）。血液所見：赤血球 346 万、Hb 9.7 g/dl、Ht 28 ％、白血球 9,100 、血小板 16 万。血液生化学所見：血糖 106 mg/dl、総蛋白 7.1 g/dl、アルブミン 4.0 g/dl、尿素窒素 19 mg/dl、クレアチニン 1.1 mg/dl、総コレステロール 211 mg/dl、総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 35 IU/l、ALT 38 IU/l、LD 346 IU/l (基準176～353)、ALP 224 IU/l (基準115～359)、Na 134 mEq/l、K 4.1 mEq/l、Cl 96 mEq/l。CRP 1.2 mg/dl。腹部エックス線写真(別冊No.△)を別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 輸　血
b 腹腔穿刺
c 内視鏡的止血術
d カテーテル塞栓術
e 消化管内圧減圧治療
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05b040.doc
	F 臨床総論
	e

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:10 2次・3次救急患者の治療

	中項目:C 2次・3次救急に必要な処置

	小項目:10 消化管内圧減圧治療#イレウス管



113
55歳の男性。嚥下困難と嘔吐とを主訴に来院した。2か月前から食物のつかえ感を自覚した。5日前から固形物をとると嘔吐し、水分のみが摂取可能となった。喫煙は30本/日を35年間。身長 168 cm、体重 55 kg。眼瞼結膜に貧血を認める。食道内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
診断はどれか。
a 食道癌
b 食道異物
c 食道静脈瘤
d 逆流性食道炎
e 食道アカラシア
写真№△
[image: image14.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02d030.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:1 食道疾患

	中項目:D 食道癌

	小項目:



119
50歳の男性。心窩部痛のため搬入された。多量の飲酒後に激しく嘔吐し痛みが出現した。胸部エックス線写真で中等量の左胸水貯留を認めた。ドレナージにて混濁した胸水を認める。
最も考えられるのはどれか。
a 急性心筋梗塞
b Mallory-Weiss症候群
c Boerhaave症候群
d 十二指腸潰瘍穿孔
e 急性膵炎
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03d056.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:1 食道疾患

	中項目:I 食道穿孔・破裂

	小項目:#Boerrhaave症候群



120
76歳の女性。夕食後に突然激しい腹痛があり、2時間後に搬入された。腹部手術の既往はない。意識は清明。体温 35.7 ℃。脈拍 124/分、不整。血圧 80/50 mmHg。呼吸数 24/分。SpO2 94 ％(room air)。腹部はやや硬く、全体に圧痛と軽度の腹膜刺激症状とを認めた。上腸間膜動脈塞栓症と診断し、直ちに開腹手術を施行した。手術所見ではTreitz靱帯の約120cm肛門側から回盲部までの小腸が壊死に陥っていた。
この患者が術後に吸収障害をきたすと予想されるのはどれか。2つ選べ。
a グルタミン
b 胆汁酸
c ナトリウム
d ビタミンB12
e ブドウ糖
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06d056.doc
	G 各論臨床短文
	bd

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:D 上腸間膜動脈性十二指腸狭窄・閉鎖症＜上腸間膜動脈症候群＞

	小項目:



121
36歳の男性。心窩部痛を主訴に来院した。10年前から十二指腸潰瘍の再発を繰り返している。夜遅くまで残業することが多く、食事も不規則になることが多い。喫煙60本/日を15年間。2週前から会社の決算期にあたり毎晩遅くまで仕事をしていたところ、心窩部痛が強くなった。血液所見：赤血球 454 万、Hb 13.4 g/dl、白血球 7,800。血液生化学所見：尿素窒素 14 mg/dl、クレアチニン 1.1 mg/dl。13C尿素呼気試験陰性。
対応として適切なのはどれか。2つ選べ。
a 禁煙の指導
b 絶食の指示
c 酸分泌抑制薬の投与
d 非ステロイド性抗炎症薬の投与
e ヘリコバクター・ピロリの除菌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00a026.doc
	G 各論臨床短文
	ac

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:J 胃潰瘍・十二指腸潰瘍

	小項目:



122
65歳の男性。夕食3時間後に生じた急激な上腹部痛のため搬入された。体温 37.8 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 108/58 mmHg。血液所見：赤血球 482 万、白血球 12,300。腹部単純CT(別冊No.△)を別に示す。
診断はどれか。
a 腸閉塞
b 急性胃炎
c 急性膵炎
d 急性胆囊炎
e 消化性潰瘍穿孔
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02d031.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:J 胃潰瘍・十二指腸潰瘍

	小項目:



123
78歳の男性。黒色便を主訴に来院した。数日前から心窩部不快感を自覚していた。本日、突然の心窩部痛があり、黒色便に気付いたため受診した。2年前から腰痛のため、自宅近くの診療所で治療を受けている。意識は清明。身長 168 cm、体重 62 kg。体温 36.8 ℃。脈拍 92/分、整。血圧 130/86 mmHg。呼吸数 16/分。SpO2 98 ％(room air)。眼瞼結膜は貧血様である。腹部は平坦、軟で、心窩部に軽度の圧痛を認める。腸雑音は亢進している。直腸指診を行うと黒色便が付着した。緊急に施行した上部消化管内視鏡検査の写真(別冊No.△A、△B)を別に示す。
この患者から聴取された病歴で最も重視すべきなのはどれか。
a 胃がん検診の受診歴
b 下部消化管の検査歴
c 癌の家族歴
d 非ステロイド性抗炎症薬<NSAIDs>の内服歴
e Helicobacter pylori除菌歴
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06a041.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:J 胃潰瘍・十二指腸潰瘍

	小項目:



124
64歳の男性。上腹部の不快感を主訴に来院した。血液所見：赤血球 385 万、Hb 10.6 g/dl、白血球 8,600、血小板 24 万。免疫学所見：CRP 0.2 mg/dl、CEA 3.5 ng/ml(基準5以下)。上部消化管造影写真(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 胃ポリープ
b 胃粘膜下腫瘍
c 胃　癌
d 胃憩室
e 胃巨大皺襞症
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01a026.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:O 胃粘膜下腫瘍

	小項目:



125
64歳の男性。上腹部の不快感を主訴に来院した。血液所見：赤血球 385 万、Hb 10.6 g/dl、Ht 32 ％、白血球 8,600、血小板 24 万。免疫学所見：CRP 0.2 mg/dl、CEA 3.5 ng/ml(基準5以下)。上部消化管造影写真(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 胃憩室
b 胃ポリープ
c 胃粘膜下腫瘍
d 胃　癌
e 胃巨大皺壁症
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04a022.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:O 胃粘膜下腫瘍

	小項目:



126
52歳の女性。人間ドックで胃の病変を指摘され来院した。身体診察で腹部に異常を認めない。上部消化管造影写真(別冊No.△A)と内視鏡写真(別冊No.△B)とを別に示す。
治療として最も適切なのはどれか。
a 胃粘膜保護薬の投与
b 酸分泌抑制薬の投与
c 内視鏡的粘膜切除
d 迷走神経切離
e 胃切除
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00f035.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:P 胃癌

	小項目:
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32歳の女性。急激な体重減少を主訴に来院した。6か月前から心窩部痛を自覚している。腹部は膨隆し、波動を認める。肝・脾を触知しない。穿刺腹水所見：淡黄褐色、総蛋白 4.0 g/dl。赤沈 4 mm/１時間。血液所見：赤血球 344 万、Hb 9.8 g/dl、Ht 28 ％、血小板 6 万、プロトロンビン時間 70 ％(基準80～120)、フィブリノゲン 100 mg/dl(基準 200～400)、FDP 28 μg/ml(基準5以下)。血液生化学所見：総蛋白 6.9 g/dl、アルブミン 3.5 g/dl、AST 30 IU/l、ALT 22 IU/l、LD 719 IU/l (基準176～353 )、ALP 230 IU/l (基準260以下)。CEA 5.5 ng/ml(基準5以下)。上部消化管造影写真(別冊No.△)を別に示す。
考えられるのはどれか。2つ選べ。
a 早期胃癌
b 腹膜播種
c 漏出性腹水
d 蛋白漏出性胃腸症
e 播種性血管内凝固<DIC>
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01g025.doc
	G 各論臨床短文
	be

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:P 胃癌

	小項目:



128
52歳の男性。上腹部の不快感を主訴に来院した。色素散布後の上部消化管内視鏡写真(別冊No.△A)と生検組織のH-E染色標本(別冊No.△B)とを別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a 胃粘膜保護薬投与
b プロトンポンプ阻害薬投与
c Helicobacter pylori除菌療法
d 内視鏡的粘膜切除術
e 胃切除術
写真№△A
[image: image23.jpg]



写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03i064.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:P 胃癌

	小項目:
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75歳の女性。体重減少を主訴に来院した。4か月前から時々心窩部痛があり、体重が約10kg減少した。身長 153 cm、体重 38 kg。眼瞼結膜に貧血を認める。腹部は平坦、軟で、腫瘤を触知しない。血液所見：赤血球 295 万、Hb 6.9 g/dl、Ht 26 ％。血液生化学所見：総蛋白 6.0 g/dl、アルブミン 3.3 g/dl、AST 30 IU/l、ALT 32 IU/l、LD 326 IU/l (基準176～353)。CEA 12 ng/ml(基準5以下)。上部消化管内視鏡検査を施行し、生検で印環細胞癌とHelicobacter pylori陽性と診断された。上部消化管内視鏡写真(別冊No.△A)と腹部造影CTの冠状断像(別冊No.△B、△C)とを別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 胃全摘術
b 試験開腹術
c 幽門側胃切除術
d 全身抗癌化学療法
e Helicobacter pylori除菌治療
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05a045.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:P 胃癌

	小項目:



130
62歳の女性。貧血を主訴に来院した。高血圧症の治療中、血液検査で貧血を指摘され、消化管の精査のために紹介されて受診した。意識は清明。身長 168 cm、体重 57 kg。体温 36.4 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 136/86 mmHg。甲状腺と頸部リンパ節とを触知しない。心音と呼吸音とに異常を認めない。肝・脾を触知しない。尿所見：蛋白（－）、糖（－）。血液所見：赤血球 302 万、Hb 7.9 g/dl、Ht 26 ％、白血球 8,100 、血小板 15 万。血液生化学所見：総蛋白 6.6 g/dl、アルブミン 3.4 g/dl、尿素窒素 19 mg/dl、クレアチニン 0.5 mg/dl、総ビリルビン 1.8 mg/dl、AST 26 IU/l、ALT 34 IU/l、LD 540 IU/l (基準176～353)、ALP 286 IU/l (基準115～359)、Na 138 mEq/l、K 4.0 mEq/l、Cl 102 mEq/l。免疫学所見：CRP 0.8 mg/dl、CEA 2.8 ng/ml(基準5以下)、CA19－9 26 U/ml(基準37以下）。上部消化管内視鏡検査で胃内に病変を認める。胸腹部CTでは胃の病変以外に異常を認めない。上部消化管内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a 手　術
b 動脈塞栓術
c 放射線治療
d ステント留置
e 抗癌化学療法
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05i047.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:P 胃癌

	小項目:
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40歳の男性。健康診断の上部消化管造影で異常を指摘され来院した。上部消化管内視鏡写真(別冊No.△A)と生検組織のH-E染色標本(別冊No.△B)とを別に示す。
診断はどれか。
a 胃ポリープ
b 胃　癌
c 胃MALTリンパ腫
d GIST<gastrointestinal stromal tumor>
e 迷入膵
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03d026.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:R 胃肉腫

	小項目:#GIST＜gastrointestinal stromal tumor＞
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35歳の男性。右下腹部痛を主訴に来院した。昨夜から右下腹部痛が出現し、次第に増強してきた。2日前から排便がみられない。下血はない。体温 37.8 ℃。脈拍 100/分、整。血圧 128/80 mmHg。右下腹部に圧痛を認める。白血球 11,800。CRP 7.8 mg/dl。注腸造影写真(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 急性虫垂炎
b 大腸憩室炎
c 潰瘍性大腸炎
d 腸結核
e 虚血性大腸炎
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01g026.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:I 大腸憩室性疾患

	小項目:
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67歳の女性。下血を主訴に来院した。5日前から時々下腹部痛を自覚していたが、昨夜、突然暗赤色の下血をきたした。腹部は平坦、軟で、圧痛を認めない。血液所見：赤血球 422 万、Hb 13.2 g/dl、Ht 43 ％、白血球 10,200、血小板 38 万。血液生化学所見：総蛋白 8.2 g/dl、尿素窒素 16 mg/dl、クレアチニン 0.7 mg/dl、総コレステロール 202 mg/dl、総ビリルビン 1.2 mg/dl、AST 22 IU/l、ALT 30 IU/l、LD 286 IU/l (基準176～353)、ALP 202 IU/l (基準115～359)。CRP 1.4 mg/dl。下部消化管内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
下血の原因はどれか。
a 大腸憩室
b 感染性腸炎
c 潰瘍性大腸炎
d 腸結核
e 大腸腺腫
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03i044.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:I 大腸憩室性疾患

	小項目:
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70歳の男性。大腸がん検診で便潜血反応陽性であったため、精密検査を勧められて来院した。既往歴と家族歴とに特記すべきことはない。腹部は平坦、軟で、圧痛を認めない。血液所見：赤血球 410 万、Hb 13.2 g/dl、Ht 40 ％、白血球 7,200 、血小板 19 万。血液生化学所見：総蛋白 6.8 g/dl、アルブミン 4.0 g/dl、AST 20 IU/l、ALT 18 IU/l、LD 312 IU/l (基準176～353)、ALP 275 IU/l (基準115～359)。CRP 0.1 mg/dl。注腸造影写真(別冊No.△)を別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 内視鏡的ポリペクトミー
b 無治療で経過観察
c 腹腔ドレナージ
d 結腸右半切除術
e 抗癌化学療法
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05d042.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:I 大腸憩室性疾患

	小項目:
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65歳の男性。10日前から市中肺炎の治療のため入院中である。肺炎は第三世代セフェム系抗菌薬による治療で軽快し、3日前に投薬終了となった。2日前から下痢が出現し、昨日は下痢が10回以上認められた。体温 37.2 ℃。脈拍 96/分、整。血圧 128/80 mmHg。呼吸数 16/分。胸部に異常を認めない。腹部は平坦、軟で、圧痛を認めない。腸雑音の亢進を認める。直腸指診で異常を認めない。下部消化管内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
治療のために経口投与するのはどれか。
a アムホテリシンB
b アンピシリン
c ガンシクロビル
d バンコマイシン
e リファンピシン
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06a029.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:N 偽膜性腸炎

	小項目:
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72歳の女性。左側腹部痛と下血とを主訴に来院した。3日前から便秘が続いていた。今朝、突然左側腹部痛が出現し、その後に血便を認めた。高血圧を指摘されているが、降圧薬は服用していない。意識は清明。体温 36.9 ℃。脈拍 96/分、整。血圧 150/96 mmHg。眼瞼結膜に貧血を認めない。左側腹部に圧痛を認めるが、筋性防御はない。血液所見：赤血球 390 万、Hb 12.5 g/dl、Ht 38 ％、白血球 9,800、血小板 20 万。血液生化学所見：総蛋白 7.0 g/dl、尿素窒素 18 mg/dl、クレアチニン 0.9 mg/dl、AST 20 IU/l、ALT 15 IU/l、LD 360 IU/l (基準176～353)、アミラーゼ 178 IU/l (基準37～160)。CRP 0.6 mg/dl。
画像検査所見として最も考えられるのはどれか。
a 大腸内視鏡検査での cobblestone appearance
b 注腸造影での母指圧痕像
c 腹部CTでの target sign
d 腹部超音波検査での pseudokidney sign
e 99mTc-pertechnetate シンチグラフィでの小腸への集積像
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00a027.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:Q 虚血性大腸炎

	小項目:
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75歳の男性。下血を主訴に来院した。今朝、突然の左下腹部痛があり、その後、3回の下血を認めた。20年前から糖尿病と高血圧とがある。身長 168 cm、体重 54 kg。体温 37.2 ℃。脈拍 88/分、整。血圧 118/62 mmHg。眼瞼結膜に貧血を認める。左下腹部に圧痛を認める。筋性防御を認めない。下行結腸の内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 感染性腸炎
b 薬物性腸炎
c 大腸憩室炎
d 虚血性大腸炎
e 潰瘍性大腸炎
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01a027.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:Q 虚血性大腸炎

	小項目:
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65歳の女性。下腹部痛と下血とを主訴に来院した。今朝、突然の強い左下腹部痛があり、その後、4回の下血を認めた。体温 37.2 ℃。血圧 150/84 mmHg。左下腹部に圧痛を認める。筋性防御を認めない。下行結腸の内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 経過観察
b 副腎皮質ステロイド投与
c 免疫抑制薬投与
d 抗癌化学療法
e 腹腔鏡手術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04d021.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:Q 虚血性大腸炎

	小項目:
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62歳の女性。腹痛と血便とを主訴に来院した。以前から時々便秘をする以外は自覚症状はなかったが、昨夜突然、右下腹部痛が出現し、直後に血便を認めた。腹痛は、排便後一時的に軽減したが今朝から増強し、悪心を伴うようになった。2時間前に再度血便を認めたため受診した。10年前から自宅近くの診療所で高血圧症に対する治療を受けている。意識は清明。身長 153 cm、体重 54 kg。体温 37.2 ℃。脈拍 88/分、整。血圧 120/84 mmHg。呼吸数 14/分。SpO2 98 ％(room air)。腹部は平坦で、左下腹部に圧痛を認めるが、Blumberg徴候と筋性防御とを認めない。腸雑音は低下し、金属音を聴取しない。血液所見：赤血球 350 万、Hb 11.0 g/dl、Ht 43 ％、白血球 9,200 、血小板 38 万。血液生化学所見：尿素窒素 19 mg/dl、クレアチニン 1.2 mg/dl。CRP 5.0 mg/dl。立位と臥位の腹部エックス線写真(別冊No.△A、△B)を別に示す。
入院後の対応として適切なのはどれか。
a イレウス管による減圧術
b 開腹手術
c カテーテル塞栓術
d 大腸内視鏡による減圧術
e 保存的治療
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06a030.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:Q 虚血性大腸炎

	小項目:
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60歳の女性。排便時の出血を主訴に来院した。2か月前から時々出血があることに気付いていたが、疼痛がないためそのままにしていた。排便回数に変化はない。身長 152 cm、体重 48 kg。体温 36.5 ℃。脈拍 76/分、整。血圧 112/72 mmHg。呼吸数 14/分。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部に腫瘤と圧痛とを認めない。直腸指診で直腸後壁に弾性硬の示指頭大の腫瘤を触知する。尿所見：蛋白（－）、糖（－）、潜血（－）。血液所見：赤血球 390 万、Hb 11.9 g/dl、Ht 35 ％、白血球 5,600。血液生化学所見：総蛋白 6.4 g/dl、アルブミン 3.4 g/dl、クレアチニン 1.0 mg/dl、AST 20 IU/l、ALT 14 IU/l、LD 390 IU/l (基準176～353 )。免疫学所見：CRP 0.3 mg/dl、CEA 3.0 ng/ml(基準5以下)。肛門縁から6cmの部位の大腸内視鏡写真(別冊No.△A)と腫瘤のH-E染色標本(別冊No.△B)とを別に示す。
診断はどれか。
a 癌
b 腺　腫
c 肉　腫
d 脂肪腫
e カルチノイド
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	01g027.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:AA 消化管カルチノイド

	小項目:
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61歳の男性。血便を主訴に来院した。3日前、便に少量の血液が混じることに気付いた。眼瞼結膜に貧血を認める。腹部は平坦、軟で、左下腹部に圧痛を認める。血液所見：赤血球 345 万、Hb 10.2 g/dl。血液生化学所見：総蛋白 7.8 g/dl、クレアチニン 0.8 mg/dl、総コレステロール 216 mg/dl、総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 22 IU/l、ALT 28 IU/l。免疫学所見：CRP 0.6 mg/dl、CEA 1.1 ng/ml(基準5以下)。腹部CTではS状結腸に限局的な壁の肥厚のみを認める。下部消化管内視鏡写真(別冊No.△)を別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a 手　術
b 放射線療法
c 抗癌化学療法
d 内視鏡的粘膜切除術
e 副腎皮質ステロイド投与
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03d033.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:AC 結腸癌

	小項目:
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55歳の男性。腹部不快感を主訴に来院した。2か月前から右下腹部の不快感を間欠的に自覚していた。腹部の視診と聴診とに異常を認めない。右下腹部に、腹筋の緊張時には触知しないが、弛緩時には5×4cm大の腫瘤を触知する。腫瘤は弾性硬で圧痛はなく、拍動を認めない。
最も考えられるのはどれか。
a 腸重積症
b 上行結腸癌
c 腹部大動脈瘤
d 腹壁デスモイド
e 腹壁瘢痕ヘルニア
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05a022.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:AC 結腸癌

	小項目:
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75歳の男性。腹部膨満と嘔吐とを主訴に来院した。65歳から高血圧症で降圧薬を服用中である。腹部手術の既往はない。半年前から排便困難と便柱狭小とがあり、時々血便も認めていた。1週前から便秘が続き、昨日から排ガスが消失した。腹部は全体に膨隆しているが、圧痛や筋性防御は認めない。直腸診で全周性の腫瘤を触知する。血液所見：赤血球 380 万、Hb 10.2 g/dl、Ht 33 ％、白血球 8,600、血小板 38 万。血液生化学所見：総蛋白 6.2 g/dl、アルブミン 3.8 g/dl、尿素窒素 20 mg/dl、クレアチニン 1.0 mg/dl。免疫学所見：CRP 0.5 mg/dl、CEA 15 ng/ml(基準5以下)。
治療として最も適切なのはどれか。
a 胃管挿入
b 高圧浣腸
c 緩下薬投与
d 抗癌化学療法
e 人工肛門造設
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00f034.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:G 直腸癌

	小項目:
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52歳の男性。血便を主訴に来院した。1か月前から便に少量の血液が付着していることに気付いていた。徐々に血液の量が増加し改善しないため受診した。既往歴に特記すべきことはない。大腸内視鏡検査で肛門縁から10cm口側に2型の全周性腫瘍を認める。胸腹部・骨盤部造影CTで、リンパ節転移、肝転移および肺転移を認めない。注腸造影写真(別冊No.△)を別に示す。
選択すべき術式として適切なのはどれか。
a 直腸切断術
b Hartmann手術
c 高位前方切除術
d 低位前方切除術
e 経肛門的腫瘍摘除術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06a046.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:G 直腸癌

	小項目:
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81歳の女性。胸やけを主訴に来院した。3年前から胸やけと前胸部痛とを自覚することがあった。症状が次第に増悪し、最近2か月で5kgの体重減少がみられる。体温 36.1 ℃。脈拍 72/分、整。心雑音はなく、呼吸音に異常を認めない。血液所見：赤血球 325 万、Hb 9.9 g/dl、Ht 30 ％、血小板 29 万。血液生化学所見：総蛋白 6.7 g/dl、アルブミン 3.6 g/dl、尿素窒素 18 mg/dl、クレアチニン 1.0 mg/dl、総ビリルビン 0.6 mg/dl、AST 18 IU/l、ALT 10 IU/l。上部消化管造影写真(別冊No.△)を別に示す。
診断はどれか。
a 食道憩室
b 食道裂孔ヘルニア
c 横隔膜麻痺
d 胃軸捻転
e 胃　癌
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00f027.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:F 食道裂孔ヘルニア

	小項目:
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55歳の男性。突然の右下腹部痛を主訴に来院した。今朝、右下腹部に、痛みを伴う膨隆があることに気付いた。体温 36.8 ℃。恥骨結節の5cm右外側に径4cmの膨隆があり、圧痛を認める。陰囊に圧痛を認めない。右下肢の腫脹と発赤とを認めない。血液所見：赤血球 435 万、Hb 16.1 g/dl、Ht 44 ％、白血球 8,400 、血小板 21 万。血液生化学所見：総ビリルビン 0.6 mg/dl、LD 305 IU/l (基準176～353)、アミラーゼ 113 IU/l (基準37～160)、CK 134 IU/l (基準30～140)。CRP 0.2 mg/dl。
診断として最も考えられるのはどれか。
a 精巣上体炎
b 大腿静脈血栓症
c 化膿性リンパ節炎
d 鼠径ヘルニア嵌頓
e 大腿ヘルニア嵌頓
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06i044.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:H 鼠径ヘルニア

	小項目:
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65歳の男性。1週前からの間欠的腹痛と便秘とを主訴に来院した。下腹部に手術瘢痕と同部の膨隆とを認める。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
治療として最も適切なのはどれか。
a 高圧浣腸
b 穿刺吸引
c 開腹ドレナージ
d 腹壁修復
e 腫瘍切除
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00f032.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:K 腹壁瘢痕ヘルニア

	小項目:
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54歳の男性。腹痛と発熱とを主訴に来院した。1週前から体重の増加と腹部膨満とを認める。5年前から肝硬変で経過観察中である。眼球結膜に黄染を認める。腹部に波動を認め、腹部全体に軽度の圧痛を認める。腹水所見：淡黄色、比重1.012、蛋白 2.1 g/dl、アミラーゼ 300 IU/l、白血球 950 μｌ(好中球多数)。腹部エックス線写真立位像で異常を認めない。
最も考えられるのはどれか。
a 十二指腸潰瘍穿孔
b 急性膵炎
c 特発性細菌性腹膜炎
d 結核性腹膜炎
e 癌性腹膜炎
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02d041.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:L 細菌性腹膜炎

	小項目:
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42歳の女性。腹部膨満感を主訴に来院した。10か月前に胃全摘術を受けた。皮膚はやや乾燥し蒼白である。腹部は全体に膨隆し、上腹部正中に手術瘢痕を認める。10か月前に摘出された胃の標本の肉眼像(別冊No.△A)、H-E染色標本(別冊No.△B)および今回来院時の腹部単純CT(別冊No.△C)を別に示す。
考えられるのはどれか。
a 虚血性大腸炎
b 癌性腹膜炎
c 後腹膜腫瘍
d 消化管穿孔
e 腹腔内膿瘍
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	03d050.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:N 癌性腹膜炎

	小項目:
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61歳の男性。腹痛を主訴に来院した。1年前に胃癌で胃全摘術を受け、3か月前まで補助化学療法を受けていた。1か月前から、間欠的な腹痛の頻度が徐々に多くなった。2週前からは少量の軟便が頻回に排泄されるようになり、1日10回以上となったため来院した。経過中に嘔吐は認めていない。腹部全体に軽度の膨隆を認める。直腸指診で高度の狭窄を認める。骨盤部CTで直腸膀胱窩に腫瘤と少量の腹水とを認める。注腸造影写真(別冊No.△)を別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 緩下薬の投与
b 人工肛門造設
c 内視鏡的粘膜切除術
d 経鼻イレウス管の挿入
e 直腸切断術<Miles手術>
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	06i066.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:N 癌性腹膜炎

	小項目:



156
52歳の女性。1か月前からの腹部膨満を主訴に来院した。腹部は膨隆し、圧痛を認めない。超音波検査で腹水様所見があり、穿刺でゼリー状の液を吸引した。
原発臓器として考えられるのはどれか。2つ選べ。
a 胃
b 小　腸
c 虫　垂
d 副　腎
e 卵　巣
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02d029.doc
	G 各論臨床短文
	ce

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:P 腹膜偽粘液腫

	小項目:



157
45歳の女性。腹囲が大きくなったことを主訴に来院した。半年前から徐々に腹囲が大きくなってきた。食欲はあり、体重に変化はみられない。排便の状況にも変化はない。月経周期26日型、整。身長 156 cm、体重 46 kg。体温 36.2 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 112/74 mmHg。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は全体に軽度膨隆している。肝・脾を触知しない。尿所見：蛋白（－）、糖（－）。血液所見：赤血球 432 万、Hb 12.1 g/dl、Ht 38 ％、白血球 6,200 、血小板 23 万。血液生化学所見：血糖 83 mg/dl、総蛋白 7.2 g/dl、アルブミン 4.0 g/dl、総ビリルビン 0.6 mg/dl、AST 16 IU/l、ALT 13 IU/l、ALP 174 IU/l (基準115～359)。免疫学所見：CRP 0.3 mg/dl、CEA 26.4 ng/ml(基準5以下)、CA19－9 60 U/ml(基準37以下）。術前に施行した腹部造影CT(別冊No.△A)を別に示す。開腹手術を行うとゼリー状の物質と腫瘍が確認された。腫瘍のH-E染色標本(別冊No.△B)を別に示す。
原発臓器として考えられるのはどれか。2つ選べ。
a 胃
b 肝　臓
c 虫　垂
d 子　宮
e 卵　巣
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04d030.doc
	G 各論臨床短文
	ce

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:P 腹膜偽粘液腫

	小項目:



158
67歳の男性。持続性の強い腹痛を主訴に来院した。3年前から虚血性心疾患と心房細動とで通院中である。10時間前に腹痛が突然出現し、徐々に増強した。腹部は全体に膨隆し、腸雑音を聴取しない。打診で鼓音を呈し、腹部全体に圧痛とBlumberg徴候とを認める。血液所見：赤血球 512 万、Hb 16.2 g/dl、白血球 12,800、血小板 18 万。血液生化学所見：総蛋白 7.6 g/dl、アルブミン 5.1 g/dl、総ビリルビン 0.6 mg/dl、AST 112 IU/l、ALT 35 IU/l、LD 482 IU/l (基準176～353)、アミラーゼ 124 IU/l (基準37～160)、CK 186 単位(基準10～40)。腹部造影CT(頭側から順に別冊No.△A、△B、△C)を別に示す。
診断はどれか。
a 腸重積症
b 腸管軸捻転症
c 消化管穿孔
d 上腸間膜動脈血栓症
e 絞扼性イレウス
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00f031.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:9 急性腹症

	中項目:E 腸間膜動脈閉塞症

	小項目:



159
72歳の女性。持続性の強い腹痛を主訴に来院した。6時間前に腹痛が突然出現し、徐々に増強した。表情は苦悶様である。体温 37.0 ℃。脈拍 112/分、不整。血圧 90/60 mmHg。呼吸数 20/分。腹部は平坦、軟で、全体に圧痛を認める。血液所見：赤血球 480 万、Hb 14.8 g/dl、Ht 47 ％、白血球 18,700 、血小板 22 万。血液生化学所見：尿素窒素 41 mg/dl、クレアチニン 1.5 mg/dl、Na 135 mEq/l、K 4.0 mEq/l、Cl 97 mEq/l。CRP 1.5 mg/dl。動脈血ガス分析(自発呼吸、room air)：pH 7.41 、PaCO2 29 Torr、PaO2 79 Torr、HCO3－ 18 mEq/l、BE －5.4 mEq/l。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 副腎皮質ステロイド投与
b 経肛門的イレウス管挿入
c 動脈内ステント留置術
d 経カテーテル的動脈塞栓術<TAE>
e 緊急開腹手術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04i050.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:9 急性腹症

	中項目:E 腸間膜動脈閉塞症

	小項目:



160
70歳の女性。腹痛と右鼠径部の腫瘤とを主訴に来院した。半年前から時々右鼠径部の膨隆に気付いていたがそのままにしていた。右鼠径部に3cm大の膨隆を認め、発赤と強い圧痛とを伴っている。血液所見：赤血球 419 万、Hb 13.0 g/dl、Ht 39 ％、白血球 12,100 (桿状核好中球 20 ％、分葉核好中球 60 ％、好酸球 2 ％、好塩基球 0 ％、単球 3 ％、リンパ球 15 ％)、血小板 19 万。CK 249 IU/l (基準40～200)。CRP 2.5 mg/dl。腹部単純CT(別冊No.△)を別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a 高圧浣腸
b 緊急手術
c 鎮痛薬投与
d 膨隆部の穿刺
e 外用抗菌薬塗布
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02d043.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:9 急性腹症

	中項目:G 嵌頓ヘルニア

	小項目:



161
28歳の男性。交通事故を起こし搬入された。30分前、車を運転中に前の車に追突し、ハンドルで上腹部を打撲した。意識は清明。脈拍 120/分、整。血圧 110/78 mmHg。呼吸数 18/分。右上腹部に軽度の圧痛を認めるが反跳痛はない。血液所見：赤血球 312 万、Hb 11.2 g/dl、Ht 34 ％、白血球 8,900。血液生化学所見：AST 82 IU/l、ALT 78 IU/l、LD 410 IU/l (基準176～353)、ALP 280 IU/l (基準260以下）、アミラーゼ 90 IU/l (基準37～160）。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
静脈路確保の後、行うのはどれか。
a プロトンポンプ阻害薬投与
b 利尿薬投与
c 肝庇護薬投与
d 上部消化管造影
e 選択的腹腔動脈造影
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	00a034.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:10 損傷、異物

	中項目:D 肝損傷

	小項目:


次の文を読み、162～164の問いに答えよ。
76歳の男性。発熱と呼吸困難とを主訴に来院した。
現病歴
：
2か月前から嚥下障害を自覚していたがそのままにしていた。5日前から水分摂取時にむせるようになった。昨日から熱感と呼吸困難とを自覚している。6か月間に8kgの体重減少を認めた。
既往歴・家族歴
：
特記すべきことはない。
現　症
：
意識は清明。身長 170 cm、体重 52 kg。体温 38.9 ℃。脈拍 104/分、整。血圧 150/88 mmHg。左下肺野にcoarse cracklesを聴取する。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。下肢に浮腫を認めない。
検査所見
：
尿所見：蛋白（－）、糖（－）。血液所見：赤血球 325 万、Hb 10.1 g/dl、Ht 30 ％、白血球 9,800 、血小板 37 万。血液生化学所見：血糖 88 mg/dl、総蛋白 5.6 g/dl、アルブミン 2.6 g/dl、クレアチニン 0.9 mg/dl、総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 30 IU/l、ALT 22 IU/l、ALP 198 IU/l (基準115～359)、アミラーゼ 138 IU/l (基準37～160)。胸部造影CT(別冊No.△A、△B、△C)を別に示す。

162
この病態に伴う症状はどれか。2つ選べ。
a 黄　疸
b 咳　嗽
c 下　痢
d 嗄　声
e 腹部膨満

163
診断法として適切でないのはどれか。
a 上部消化管バリウム造影
b 上部消化管内視鏡検査
c 超音波内視鏡検査
d 頸部超音波検査
e 気管支鏡検査

164
治療として適切でないのはどれか。
a 気管内ステント留置
b 内視鏡的粘膜切除術
c 中心静脈栄養
d 抗癌化学療法
e 胃瘻造設術
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	04b056.doc
	H 各論臨床長文
	bd

	消化管
	04b056.doc
	H 各論臨床長文
	a

	消化管
	04b056.doc
	H 各論臨床長文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:1 食道疾患

	中項目:D 食道癌

	小項目:


次の文を読み、168～170の問いに答えよ。
65歳の男性。血便を主訴に来院した。
現病歴
：
2か月前から排便異常と便の細小化とが持続し、1週前から下血(鮮紅色)が出現している。
既往歴
：
特記すべきことはない。
現　症
：
身長 168 cm、体重 61 kg。体温 37.2 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 120/62 mmHg。眼瞼結膜に貧血を認める。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。
検査所見
：
血液所見：赤血球 310 万、Hb 9.1 g/dl、Ht 27 ％、白血球 9,200、血小板 21 万。血液生化学所見：総蛋白 6.2 g/dl、アルブミン 3.3 g/dl、AST 25 IU/l、ALT 25 IU/l。免疫学所見：CRP 2.8 mg/dl、CEA 7.6 ng/ml(基準5以下)。注腸造影写真(別冊No.△A、△B)を別に示す。

168
診断に有用なのはどれか。2つ選べ。
a 小腸造影
b 腹部造影CT
c 腹腔動脈造影
d 大腸内視鏡検査
e 腹部エックス線単純撮影

169
下血の原因はどれか。
a 痔　瘻
b 直腸癌
c Crohn病
d 大腸憩室炎
e 潰瘍性大腸炎

170
治療として適切なのはどれか。
a 手　術
b 抗菌薬投与
c 免疫抑制薬投与
d 内視鏡的粘膜切除術
e 副腎皮質ステロイド投与
写真№△A
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	02b051.doc
	H 各論臨床長文
	bd

	消化管
	02b051.doc
	H 各論臨床長文
	b

	消化管
	02b051.doc
	H 各論臨床長文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:G 直腸癌

	小項目:


次の文を読み、171～173の問いに答えよ。
73歳の男性。腹痛を主訴に来院した。
現病歴
：
1週間便が出ていない。2日前に腹痛を自覚したが我慢していた。昨日から尿が出ていない。今朝、家族に伴われて受診した。
既往歴
：
60歳から高血圧症で内服治療中。昨年の人間ドックで便潜血反応陽性のため、精査が必要といわれたが、受診しなかった。
現　症
：
意識レベルはJCS Ⅰ- 1。身長 160 cm、体重 60 kg。体温 38.5 ℃。脈拍 112/分、整。血圧 72/42 mmHg。呼吸数 24/分。表情は苦悶様で、腹部全体に痛みを訴えている。心音に異常を認めない。腹部は膨隆し、板状硬であり、反跳痛を認める。腸雑音を聴取しない。皮膚は温かい。
検査所見
：
血液所見：赤血球 350 万、Hb 9.0 g/dl、Ht 27 ％、白血球 15,000 (好中球 83 ％、好酸球 1 ％、好塩基球 1 ％、単球 2 ％、リンパ球 13 ％)、血小板 5.2 万。血液生化学所見：血糖 90 mg/dl、HbA1c 5.0 ％(基準4.3～5.8)、総蛋白 6.0 g/dl、アルブミン 4.0 g/dl、尿素窒素 30 mg/dl、クレアチニン 1.0 mg/dl、尿酸 5.0 mg/dl、Na 145 mEq/l、K 4.0 mEq/l、Cl 100 mEq/l。免疫学所見：CRP 10.0 mg/dl、CEA 20 ng/ml(基準5以下)。

171
急性腹症と診断して、開腹手術が予定された。
術前にまず行う治療として適切なのはどれか。2つ選べ。
a ドパミン持続静注
b 5％ブドウ糖液輸液
c 乳酸リンゲル液輸液
d アドレナリン持続静注
e ニトログリセリン持続静注

172
最も適切な麻酔法はどれか。
a 伝達麻酔
b 全身麻酔
c 硬膜外麻酔
d 全身麻酔と硬膜外麻酔の併用
e 脊髄クモ膜下麻酔<脊椎麻酔>

173
手術翌日、呼吸困難を訴えた。体温 36.5 ℃。呼吸数 24/分。脈拍 100/分、整。血圧 118/80 mmHg。FIO2 0.5でSpO2 90 ％。両側肺野で吸気時のcoarse cracklesと呼気時のwheezesとを聴取する。心エコー検査で明らかな異常を認めない。胸部エックス線写真(別冊No.△)を別に示す。
病態として最も考えられるのはどれか。
a 肺膿瘍
b 肺塞栓症
c 気管支喘息
d うっ血性心不全
e 急性呼吸促迫症候群
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	05e066.doc
	H 各論臨床長文
	ac

	消化管
	05e066.doc
	H 各論臨床長文
	b

	消化管
	05e066.doc
	H 各論臨床長文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:9 急性腹症

	中項目:A 腸閉塞＜イレウス＞

	小項目:
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